
図１　ロシア・トゥラ（クラスノヤルスク地方）の北方カラマツ林

図２　タイ・メクロン（カンチャナブリ県）の熱帯季節林
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図３　	マレーシア・セマンコック（セランゴール州）の熱帯降
雨林（丘陵フタバガキ林）

図４　	マレーシア・パソ（ネグリスンビラン州）の熱帯降雨林（低
地フタバガキ林）
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図５　	択伐と火災撹乱の影響を受けたインドネシア・ブキットスハルト（東
カリマンタン州）の熱帯降雨林（低地フタバガキ林）

図７　長期モニタリングデータから得られた地上部現存量の年々変動
地上部現存量は測定年によってばらつきが存在します。撹乱の強度が強い場合、回復までに長い時間が必要であろうことが推察されます。

図６　タイ・ラノン（ラノン県）のマングローブ林（熱帯湿地林）

図８　異なる森林タイプの地上部純一次生産量の比較
試験地の緯度は右に行くほど低くなり、赤道に近くなっています。黒丸は最大値、白丸は最小値
をそれぞれ表しています。綾試験地（宮崎県）はネットワークには含まれていませんが、参考の
ために加えています。
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